
第 4回さくらおろち湖トライアスロン大会 

（ 島根県雲南市 ）  

 

報 告  

 

 

 日  時：2019 年 9月 1日（日）  

スタート：9時 30分  

参加者数：381 人   

距  離：スタンダードディスタンス 51.5 ㎞ 

結  果：総合４位（ゲスト出場のため順位含まない） 

総合タイム 2時間 08分 36秒  

スイム 1.5km 20 分 57 秒（13）・バイク 40km 1 時間 07分 07秒（7）・ラン 10km 40 分 32 秒（7） 

※（ ）内はカテゴリー順位 

 

 昨年は同日開催出会ったポイントランキング大会の日程と重なり足を運ぶ事が出来なく、改めて今年もゲ

ストでお迎えいただいた大切なトライアスロンです。さくらおろち湖（雲南市）のダム湖畔を利用するスポー

ツイベント会場でもあり、集客や設備は申し分なく充実している。今や都市型が主流になる中で、大自然の中

で開催される清々しく優しい大会である。 

 ゲストで皆さんとレースし、ゴール後からは最終走者までの制限時間（4時間）いっぱいまでゴール手前走

路（写真）でハイタッチしながらお迎えする。これは私のアイデアでやらせて頂き喜んで頂いている。自分の

レースが 2 時間少々…残り 2 時間弱をこの形で行うのだが、レース後の体には結構な負担は確かにある。だ

がプロとしてこのような仕事を任せてもらうのは幸せなことで、今回も終わってからの言葉には、「福元哲郎

さんのおかげで・・・」とか、開会式でもこの上ないご紹介を頂くなど、大成功は皆様のおかげであるのは承

知の上だが嬉しくも、これからの力や想いが増していく。 

懸命に、そしてギリギリの体力でゴールを目指してきた選手たちは、私の出迎えで笑顔になってくれる。中

には立ち止まり両手で握手を求められたり、「このハイタッチがしたいからここにきている」、またゴールを

目指せると言ってくれる方もいてくれる。冥利に尽きるとはこのことだろう。 

個人的には実行委員会からは、私のペースで自由に楽しんでくださいと言われており、全力でレースとまで

はいかない立ち位置ではある。そうは言ってもアスリートであり、せっかくだから今の状態を試したい想いも

あったりと、レースにのっとって遂行した。夏の疲労はあるだろう。少し動きは悪いがランで踏ん張って総合

4位まで上がれ、結果的にはうまく表彰者を除いた最高位で終えたのも私の持っているところか。 

ただ 2 週間前のさぎしま大会において、ランで圧倒的に抜かれた選手に対しては今回はラスト 3 キロで並

ばれては離し、離しては並ばれとサイドバイサイド…自分の中で今後のためにもここは負けてはいけないと

魂が感じた気がする。苦しい状況であったが駆け引きを楽しみ振り切れた。相手にも互いに負け癖をつけない

ためにもご愛嬌だ。ゴール後は「今回は負けました・・・」と言ってくる若い選手とがっちり握手で称えあっ

た。 

表彰・閉会式後は私を支援していただいているアリスト社のメダリスト製品並びに、ピンクイオンジャパン

社のピンクイオン製品をご提供いただき、私とのじゃんけん勝ち抜きゲームで CMさせてもらいながら楽しみ

フィナーレを迎える事が出来た。 

この様な形でプロとしての仕事（志事）をさせて頂き本当にありがたく感謝いたします。 

トライアスリート福元テツロー 



  

 



 

  



   

    



 

   


